
６月(2022年)の流星群活動 

IAU(国際天文連合)リストを独自にチェック 

河越彰彦 

流星群活動の概要 

６月は表１の観測量で表２の結果を得た。簡単に一瞥すると、先月末に極大を迎えたヘル

クレス座τ流星群は既報のとおり小ぶりながら見栄えはあった。別表でもわかるように必ず

しも隙間なく流星群のチェックができたとは言いがたい。そのなかでも６月わし座北流星群

(NZC)が今年も確認できたのは良かったし。№170(JBO)6月うしかい群や,№372(PPS)うお座

φ群は弱い活動が見られた。眼視的には HRで２を越えることはなく、60分程度の短時間観

測での確認は運に左右されるだろう。そんな事情もあって筆者は少なくとも２時間以上の連

続観測を実施しているし、眼視観測される仲間にもお推めしたい。しかし、長時間観測を実

施しても一連のさそり、いて群などは散在レベルで今年は特に不活発であった。 

６月のこと座流星群に変化がある？ 

昨年の報告でも触れた。従来のデータは別表の№166(変を筆者の判断で付加)JLY にある。

赤緯が約 20°南下して、活動期間が下旬になっている。太陽黄経 85°ではなく 93～95°に

後退している。全くの別流星群の可能性も考えられるが、眼視観測ではわからない。TVカメ

ラの成果に期待したい。筆者は来年以降も注視していく。 

観測はまじめなサンプリング作業という認識 

流星観測は趣味であっても(ゲームや遊びという考えもある？)、日本流星研究会などがそ

のデータを集めると学術的価値が出てくる。現に学術的調査をしているのだから使用するデ

ータはある一定のレベル以上だと思われる。その一定レベルとは、ガイドブックなどで明示

してあろうが、物づくりに例えるなら観測品質というものだ。 

観測品質は夜空を実験場として流星を採取するサンプリング作業の良し悪しで決まる。特

にサンプリングは感情をもった人間が行うのだから、何らかの客観性が必要になる。表３は

筆者が考える観測品質を決定づける因子で、これが２以上あることが望ましい。多くの観測

者はこの表で常識的に２や３を選ぶであろう。しかし問題は観測方法の開示を求められた場

合に納得のいく説明ができるか否かにあると思う。過去には問題視された例もあったと聞く。 

観測品質は観測者品質 



ずっと以前、観測者仲間で議論していたとき、30 分の観測を 30 夜観測したケースを認め

るかどうかで沸騰した。常識的に判断するなどという意見もあったが結論は曖昧であった。

私の考えは当事者にその目的を問うて、その観測目的が納得いくものであれば(妥当性があれ

ば)認める。だから満月期だろうが薄明時でも目的が明確なら認めてよい理屈になる。この説

明が不十分だったり(説明拒否も)、反社会的なものなら認めないことになる。観測品質は即、

観測者品質を反映したものになる。 

判定は４以上が確実。３以下は弱い活動である。１は没散在。０は未確認を表す。以上。 

 

 

 



 

 



 

 

以上の流星群名称は和名命名ルールに基づいた名称で統一した。 

Ⓒ Kawagoe Akihiko & Saitou Kazuko  


